
一
、
緒

言
（
�
）

平
成
三
〇
年
版
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
高
等
学
校
国
語
科
は
大
幅
な
改

変
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
科
目
の
再
編
で
、
必
修
の
「
国
語
総

合
」
は
「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」
に
、
選
択
の
「
現
代
文
Ａ
」「
現

代
文
Ｂ
」「
古
文
Ａ
」「
古
文
Ｂ
」「
国
語
表
現
」
は
「
論
理
国
語
」「
文
学
国

語
」「
古
典
探
究
」「
国
語
表
現
」
と
な
っ
た
。
指
導
内
容
の
分
割
に
よ
り
、
文

学
作
品
や
古
典
作
品
を
扱
う
時
間
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
多
く
の

（
�
）

批
判
、
反
論
が
あ
っ
た
。

指
導
内
容
の
分
割
と
同
時
に
問
題
と
な
る
の
は
、
指
導
目
標
の
分
割
で
あ

る
。
従
来
の
指
導
要
領
で
は
各
科
目
ご
と
に
重
点
は
異
な
る
も
の
の
、
す
べ
て

の
科
目
に
お
い
て
三
領
域
一
事
項
の
指
導
目
標
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

平
成
三
〇
年
版
指
導
要
領
で
は
、
三
領
域
は
そ
の
ま
ま
に
、
次
の
二
つ
の
事
項

を
増
補
し
、
三
事
項
を
指
導
目
標
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
三
領
域
（
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
）
で
あ
る
、

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
書
く
こ
と

Ｃ
読
む
こ
と

と
、
三
事
項
（
知
識
及
び
技
能
）
で
あ
る
、

１
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

２
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

３
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
各
科
目
の
指
導
目
標
の
明
確
化
の
名
の
下
に
割
り
振

っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
科
目
間
で
の
目
標
の
過
疎
が
問
題
と
な
る
。
単

純
化
し
た
図
だ
が
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
論
語
』
子
路
一
八
を
用
い
た
授
業
提
案

│
│
合
理
的
な
も
の
は
常
に
正
し
い
の
か
│
│

荒

井

洋

樹

１



一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
目
標
設
定
の
あ
る
科
目
と
な
い
科
目
が
存
在

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
は
、
多
様
な
情
報
源
か

ら
正
確
な
情
報
を
選
び
出
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
も
の
と
お
ぼ
し
い
が
、
こ
の
指
導
目
標
は
現
状
、「
現
代
の
国
語
」
と

「
論
理
国
語
」
に
だ
け
設
定
さ
れ
て
い
る
。
反
対
に
、
目
標
設
定
の
な
い
科
目

に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
そ
の
指
導
目
標
に
関
す
る
指
導
は
行
わ
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
う
し
た
実
態
は
教
材
の
特
性
を
無
視
し
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
指
導
目
標
達
成
の
た
め
の
効
果
的
な
授
業
構
築
や
創
造
的
な
授
業
提
案
と

は
必
ず
し
も
親
和
性
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
教
材
を
精
査
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
授
業
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ど
の
科
目
で
も
す
べ
て
の
指
導
目
標
を
設
定
可

能
で
あ
る
。
以
前
、
筆
者
は
古
文
教
材
を
用
い
て
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事

項
を
指
導
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
の
下
、
授
業
提
案
を
行
っ

（
�
）
た
。
本
稿
は
そ
れ
に
連
な
る
も
の
と
し
て
、
漢
文
教
材
の
『
論
語
』
を
用
い
て

情
報
の
扱
い
方
に
つ
い
て
の
授
業
提
案
を
行
う
。
具
体
的
に
は
高
等
学
校
の

「
言
語
文
化
」
を
想
定
し
、『
論
語
』
子
路
一
八
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
資
料
を

取
り
上
げ
る
。

『
論
語
』
の
解
釈
と
教
育
に
関
わ
る
先
行
研
究
の
中
で
、
注
釈
に
関
わ
る
も

（
�
）

の
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
古
注
を
そ
の
ま
ま
読
む
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
節
が
あ
り
、
想
定
校
種
も
中
学
校
と
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
現
実

的
な
授
業
実
践
へ
は
径
庭
が
あ
る
。

（
�
）

高
等
学
校
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
東
京
書
籍
の
『
精
選
言
語
文
化
』
に

お
い
て
「『
論
語
』
の
注
釈
を
読
む
」
と
い
う
単
元
を
設
け
て
、『
論
語
』
の
原

文
の
ほ
か
、
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
と
伊
藤
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』
を
読
み
比

（
�
）

べ
る
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。
本
稿
の
発
案
と
も
近
い
が
、
部
分
の
解
釈
に
対

し
て
、
漢
文
で
書
か
れ
た
注
釈
本
文
を
読
み
比
べ
る
活
動
を
設
定
し
て
お
り
、

や
や
難
度
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
高
等
学
校
で
の
実
践
を
想
定
し
、
右
の
指
導
目
標
を
組
み
込
む
こ

と
で
、『
論
語
』
の
教
材
的
な
価
値
の
見
直
し
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

二
、
教
材
の
分
析

今
回
取
り
上
げ
る
『
論
語
』
子
路
一
八
は
、
高
校
教
材
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
の
あ
る
章
段
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
文
を
示
す
。
本
稿
で
は
漢
文
の
引
用

に
際
し
て
、
組
み
版
の
都
合
に
よ
り
、
先
に
白
文
を
示
し
、
次
に
書
き
下
し
文

（
�
）

を
示
す
こ
と
で
筆
者
の
訓
み
を
提
示
す
る
。

葉
公
語
孔
子
曰
「
吾
党
有
直
躬
者
。
其
父
攘
羊
、
而
子
証
之
。」
孔
子
曰

Ａ

Ｂ

Ｃ
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「
吾
党
之
直
者
異
於
是
、
父
為
子
隠
子
為
父
隠
。
直
在
其
中
矣
。」

葉
公
、
孔
子
に
語
り
て
曰
は
く
「
吾
党
に
躬
を
直
く
す
る
者
有
り
。
其

の
父
羊
を
攘
み
て
、
子
之
を
証
す
」
と
。
孔
子
曰
は
く
「
吾
が
党
の
直

き
者
は
是
に
異
な
り
、
父
は
子
の
為
に
隠
し
、
子
は
父
の
為
に
隠
す
。

直
き
こ
と
其
の
中
に
在
り
」
と
。

こ
の
章
段
で
は
、
葉
公
が
父
の
罪
を
告
白
し
た
子
を
正
直
者
と
賞
讃
し
た
の

に
対
し
、
孔
子
は
父
子
で
罪
を
隠
し
合
う
こ
と
の
中
に
、
素
直
さ
が
あ
る
と
応

じ
て
い
る
。
孔
子
の
言
は
言
葉
少
な
で
、
た
だ
ち
に
は
理
解
し
が
た
い
面
が
存

す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
論
語
』
の
注
釈
史
の
中
で
も
、
解

釈
に
揺
れ
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
逸
話
を
掲
載
す
る
他
作
品
に
お
い
て

も
、
改
変
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
ま
た
一
つ
の
解
釈
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
本
提
案
に
お
い
て
は
、『
論
語
』
諸
注
の
理
解
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
逸
話
を
再
録
す
る
『
呂
氏
春
秋
』
を
参
照
し
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
を
指
導
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、『
論
語
』
に
関
し
て
は
、
津
田
左
右
吉
が
指
摘
し
た
よ
う
に
あ
く
ま
で

（
�
）

後
代
の
編
纂
物
で
あ
り
、
近
年
渡
邉
義
浩
が
詳
細
に
検
討
し
た
よ
う
に
現
存
伝

（
�
）

本
自
体
が
そ
れ
な
り
に
加
工
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
回
は
そ
こ
に
は
踏

み
込
ま
な
い
。
あ
く
ま
で
現
存
本
に
近
い
『
論
語
』
の
成
立
以
降
に
お
け
る
解

釈
を
問
題
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
論
語
』
の
注
釈
史
と
逸
話
の
受
容
・
変
質

を
教
材
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

さ
て
、『
論
語
』
子
路
一
八
の
解
釈
史
を
確
認
す
る
と
、
比
較
的
早
い
段
階

で
の
『
論
語
』
の
理
解
を
示
す
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
に
基
づ
く
渡
邉
義
浩
の

（

）

現
代
語
訳
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

葉
公
が
孔
子
に
語
っ
て
言
っ
た
、「
わ
た
し
の
郷
党
に
身
を
正
し
て
行
動

す
る
者
が
い
る
。
そ
の
父
は
（
故
あ
っ
て
）
羊
を
盗
ん
だ
が
、
子
は
こ
れ

を
証
言
し
た
」
と
。
孔
子
が
言
っ
た
、「
わ
た
し
の
郷
党
の
正
直
な
者
は

そ
れ
と
は
異
な
り
ま
す
。
父
は
子
の
た
め
に
（
か
ば
い
立
て
し
て
）
隠

し
、
子
は
父
の
た
め
に
隠
し
ま
す
。
正
直
さ
は
そ
の
中
に
あ
り
ま
す
」

と
。

ほ
ぼ
原
文
に
忠
実
な
解
釈
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
こ
と
ば
足
ら
ず
な
部

分
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
お
り
、
た
だ
ち
に
は
理
解
し
が
た
い
。

（

）

他
方
、
朱
熹
の
解
釈
を
踏
襲
す
る
宇
野
哲
人
の
『
論
語
新
釈
』
で
は
、

葉
公
が
孔
子
に
告
げ
て
言
う
に
は
、「
私
の
党
類
の
中
に
身
の
行
い
を
直

く
し
て
少
し
も
曲
が
っ
た
行
い
を
し
な
い
者
が
あ
り
ま
す
。
父
が
羊
を
攘

ん
だ
の
を
子
で
あ
り
な
が
ら
訴
え
て
こ
れ
を
証
明
し
ま
し
た
。
子
と
し
て

最
も
親
愛
す
る
父
の
悪
事
を
す
ら
隠
さ
な
い
の
で
す
か
ら
随
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。」
孔
子
「
私
の
党
類
の
身
の
行
い
を
直
く
す
る
者
は
こ
れ
と

ち
が
い
ま
す
。
子
に
過
ち
の
あ
る
時
は
、
父
は
子
の
た
め
に
こ
れ
を
隠
し

て
人
に
は
知
ら
せ
ま
せ
ん
。
父
に
過
ち
の
あ
る
時
に
は
子
は
父
の
た
め
に

こ
れ
を
隠
し
て
人
に
は
知
ら
せ
ま
せ
ん
。
父
子
互
い
に
隠
す
の
は
直
く
な

い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
人
情
の
至
極
で
あ
っ
て
、
故
意
に
直
い
こ
と
を

求
め
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
自
然
の
人
情
に
従
っ
て
互
い
に
隠
し
合
う
と

こ
ろ
に
直
い
所
が
あ
る
の
で
す
。」

と
解
釈
さ
れ
る
。
朱
熹
の
理
解
を
反
映
し
て
大
き
く
補
っ
た
解
釈
を
提
示
し
て

３ 『論語』子路一八を用いた授業提案



い
る
。
本
章
段
の
論
理
構
成
は
見
通
し
を
付
け
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
原
文

と
は
だ
い
ぶ
乖
離
し
て
お
り
、
訳
文
の
独
立
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
同
様
の

現
象
は
『
論
語
』
の
ほ
か
の
章
段
で
も
看
取
で
き
、
い
わ
ゆ
る
意
訳
を
行
う
場

合
の
解
釈
は
、
お
お
む
ね
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
の
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
の
部
分
、『
論
語
集
注
』
に
は
、

父
子
相
隠
、
天
理
人
情
之
至
也
。
故
不
求
為
直
、
而
直
在
其
中
。

父
子
相
ひ
隠
す
は
、
天
理
人
情
の
至
り
な
り
。
故
に
直
を
為
す
を
求
め

ず
し
て
、
直
其
の
中
に
在
り
。

（

）

と
あ
っ
て
、
父
子
が
互
い
に
隠
す
こ
と
は
天
理
で
あ
り
人
情
の
至
極
で
、
そ
れ

ゆ
え
こ
と
さ
ら
に
正
直
な
行
い
を
な
さ
ず
と
も
、
そ
の
互
い
に
隠
し
合
う
と
い

う
行
い
の
中
に
こ
そ
正
直
さ
が
立
ち
現
れ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
朱
熹
の
解

釈
は
『
論
語
』
を
一
貫
し
た
思
想
で
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

合
理
的
に
理
解
し
た
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。（

）

『
呂
氏
春
秋
』
当
務
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

楚
有
直
躬
者
。
其
父
窃
羊
而
謁
之
上
。
上
執
而
将
誅
之
。
直
躬
者
請
代

之
。
将
誅
矣
、
告
吏
曰
「
父
窃
羊
而
謁
之
、
不
亦
信
乎
。
父
誅
而
代
之
、

不
亦
孝
乎
。
信
且
孝
而
誅
之
、
国
将
有
不
誅
者
乎
。」
荊
王
聞
之
、
乃
不

誅
也
。
孔
子
聞
之
曰
「
異
哉
、
直
躬
之
為
信
也
。
一
父
而
載
取
名
焉
。」

故
直
躬
之
信
、
不
若
無
信
。

楚
に
直
躬
な
る
者
有
り
。
其
の
父
羊
を
窃
み
て
之
を
上
に
謁
ぐ
。
上
執

り
て
将
に
之
を
誅
さ
ん
と
す
。
直
躬
な
る
者
之
に
代
は
ら
ん
こ
と
を
請

ふ
。
将
に
誅
せ
ん
と
す
る
に
、
吏
に
告
げ
て
曰
く
、「
父
羊
を
窃
み
て

之
を
謁
ふ
、
亦
信
な
ら
ず
や
。
父
誅
せ
ら
れ
て
之
に
代
は
る
、
亦
孝
な

ら
ず
や
。
信
且
つ
孝
に
し
て
之
を
誅
せ
ば
、
国
将
た
誅
せ
ら
れ
ざ
る
者

有
ら
ん
や
。」
と
。
荊
王
之
を
聞
き
て
、
乃
ち
誅
せ
ざ
る
な
り
。
孔
子

之
を
聞
き
て
曰
く
「
異
な
る
か
な
、
直
躬
の
信
た
る
や
。
一
父
に
し
て

載
び
名
を
取
る
。」
と
。
故
に
直
躬
の
信
、
信
無
き
に
若
か
ず
。

こ
こ
で
は
、『
論
語
』
の
よ
う
な
理
解
し
づ
ら
い
点
は
な
く
、
直
躬
が
一
事

に
し
て
信
と
孝
の
二
つ
の
名
を
あ
げ
た
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、
信
が
な
い
の

に
及
ば
な
い
と
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

信
は
前
漢
の
董
仲
舒
が
四
徳
に
信
を
加
え
て
五
常
と
し
た
こ
と
に
よ
り
重
視

（

）

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
概
念
で
、『
呂
氏
春
秋
』
の
記
述
は
そ
の
合
理
化
に
あ

た
っ
て
後
代
の
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

以
上
、
教
材
の
分
析
を
行
っ
た
。『
論
語
』
の
解
釈
で
は
、
現
代
語
訳
を
確

認
し
、
現
行
の
注
釈
書
の
間
で
も
理
解
に
か
な
り
の
幅
が
出
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
そ
の
根
源
に
は
朱
熹
の
『
論
語
集
注
』
な
ど
の
古
注
が
あ
る
こ
と

に
も
触
れ
た
。
次
い
で
『
呂
氏
春
秋
』
の
特
徴
を
確
認
し
た
。『
論
語
』
と
は

異
な
り
、
論
理
的
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
合
理
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

三
、
教
材
の
特
性

前
節
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、
本
節
で
は
教
材
の
特
性
と
学
習
指
導
要
領
記
載

の
指
導
目
標
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

４



『
論
語
』
子
路
一
八
は
、
検
定
教
科
書
の
中
で
も
、
高
等
学
校
用
教
科
書
で

の
採
択
率
が
高
く
、
平
成
三
〇
年
版
指
導
要
領
準
拠
の
検
定
教
科
書
で
は
高
校

（

）

一
年
生
用
の
「
言
語
文
化
」
で
の
採
択
が
多
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
高
校
一

年
生
の
「
言
語
文
化
」
を
想
定
科
目
と
し
て
指
導
計
画
を
立
て
る
も
の
と
す

る
。
漢
文
を
指
導
内
容
と
す
る
こ
と
か
ら
、
三
学
期
な
い
し
一
月
か
ら
二
月
こ

ろ
の
学
習
状
況
を
前
提
と
す
る
。
古
典
文
法
は
用
言
と
頻
出
す
る
一
部
助
動
詞

を
習
得
済
み
と
し
、
漢
文
は
一
通
り
の
書
き
下
し
が
可
能
な
学
習
状
況
を
想
定

す
る
。
文
法
事
項
と
し
て
は
、『
論
語
』
子
路
一
八
に
は
難
度
の
高
い
事
項
は

存
在
せ
ず
、『
呂
氏
春
秋
』
当
務
に
は
再
読
文
字
（「
将
」）
が
あ
る
ほ
か
、
い

く
つ
か
の
句
形
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
不
若
」
な
ど
基
本
的
な
句
形

に
限
ら
れ
る
ほ
か
、「
不
亦
〜
乎
」
の
よ
う
に
繰
り
返
し
同
じ
句
形
が
使
用
さ

れ
る
な
ど
、
平
易
な
も
の
と
判
断
で
き
る
。
高
校
一
年
次
の
漢
文
学
習
の
再
確

認
と
し
て
適
当
だ
と
い
え
よ
う
。

次
に
指
導
目
標
の
確
認
を
行
う
。
ま
ず
、「
言
語
文
化
」
で
漢
文
教
材
を
取

り
上
げ
る
際
の
通
常
の
指
導
目
標
だ
が
、

１
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

ア
、
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る

こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

エ
、
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ

と
。

３
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

ア
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化
と

の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

イ
、
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
や
文
章
の
歴
史
的
・
文
化

的
背
景
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
。

ウ
、
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文

語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
き
ま
り
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
。

Ｃ
読
む
こ
と

イ
、
作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を

捉
え
、
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。

エ
、
作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏

ま
え
、
内
容
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

が
あ
げ
ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
一
般
的
事
項
で
あ
り
多
言
を
要
す
ま
い
。

今
回
の
提
案
の
主
眼
と
な
る
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
に
目
を
向
け

る
。
同
事
項
は
「
言
語
文
化
」
に
お
い
て
は
指
導
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
同
じ
く
必
修
科
目
で
あ
る
「
現
代
の
国
語
」
の
指
導
目
標
を
参
看
す
る

こ
と
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、
本
提
案
に
お
い
て
関
係
す
る
の
は
、

２
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

エ
、
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

使
う
こ
と
。

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
同
事
項
の
設
定
は
、「
様
々
な
媒
体
の
中
か
ら
必
要
な
情

５ 『論語』子路一八を用いた授業提案



報
を
取
り
出
し
た
り
、
情
報
同
士
の
関
係
を
分
か
り
や
す
く
整
理
」
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
実
際
に
設
定
さ
れ
て
い
る
項
目
と
し
て
は
、

ア
、
主
張
と
論
拠
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
。

イ
、
個
別
の
情
報
と
一
般
化
さ
れ
た
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
。

オ
、
引
用
の
仕
方
や
出
典
の
示
し
方
、
そ
れ
ら
の
必
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
使
う
こ
と
。

と
い
っ
た
内
容
が
並
び
、
い
わ
ゆ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導

（

）

を
高
等
学
校
ま
で
下
ろ
し
て
い
る
趣
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
元
と
な
る
情
報
の
吟
味
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
先
掲
エ
の
よ
う
な
目
標
が
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
情
報
の
信
頼
性
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
第
三
学
年
の
指
導
目
標
に
、

イ
、
情
報
の
信
頼
性
の
確
か
め
方
を
理
解
し
使
う
こ
と
。

（

）

と
あ
り
、
中
学
校
で
あ
る
程
度
の
指
導
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
、

高
校
一
年
次
に
吟
味
の
仕
方
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

高
校
二
年
次
三
年
次
の
論
理
国
語
で
は
、
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
に
関
わ
る

指
導
目
標
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
指
導
要
領
上
で
は
、
高
校
の
必
修
科
目
の

習
得
で
情
報
の
吟
味
の
仕
方
は
学
び
終
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
本
稿
で
の
授
業
提
案
は
、「
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕

方
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う

に
本
教
材
は
合
理
的
な
解
釈
の
提
示
や
逸
話
自
体
の
合
理
化
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
徒
た
ち
に
合
理
的
な
も
の
が
常
に
正
し
い
と
は
限

ら
な
い
と
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。
現
代
社
会
に
生
き
る
生
徒
た
ち

は
、
指
導
要
領
に
も
記
さ
れ
る
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
接
し
て
い
る
。

近
年
も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
問
題
と
な
る
な
ど
、
情
報
の
質
を
見
極
め
る
目

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
合
理
的
な
情
報
に
は
疑
い
を

抱
き
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
情
報
の
中
に

は
後
発
的
に
合
理
化
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
合
理

的
な
も
の
が
常
に
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
で
、
現
代
社

会
を
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
情

報
の
吟
味
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
最
後
の
学
習
機
会
に
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
、
妥
当
な
指
導
目
標
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
見
地
に
立
つ
と
、
本
教
材
は
①
『
論
語
』
の
原
典
に
近
い
解
釈
を

示
す
渡
邉
の
理
解
と
、
②
『
論
語
』
を
合
理
的
に
解
釈
し
た
朱
熹
の
理
解
に
基

づ
く
宇
野
の
理
解
と
、
③
『
論
語
』
の
逸
話
自
体
を
合
理
的
に
改
編
し
た
『
呂

氏
春
秋
』
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
分
け
て
理
解
で
き
る
。

漢
文
で
記
さ
れ
た
古
注
を
比
較
検
討
す
る
と
い
う
東
京
書
籍
『
精
選
言
語
文

化
』
の
言
語
活
動
に
比
し
て
、
本
提
案
で
は
①
と
②
の
よ
う
に
注
釈
作
業
の
成

果
と
し
て
の
現
代
語
訳
を
用
い
て
比
較
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
考
察
の
出
発
点

た
る
原
文
（
①
）
と
、
解
釈
の
結
果
で
あ
る
現
代
語
訳
（
②
）
の
比
較
を
し
て

お
り
、
解
釈
の
過
程
で
あ
る
注
釈
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
、
現
代

語
訳
に
差
が
出
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
ず
と
注
釈
の
存
在
に
行

き
着
く
。
そ
う
な
れ
ば
、『
論
語
集
解
』
や
『
論
語
集
注
』
を
は
じ
め
と
し
た

６



注
釈
へ
の
展
開
も
可
能
と
な
る
。
そ
の
際
、
東
京
書
籍
『
精
選
言
語
文
化
』
が

提
示
し
た
よ
う
に
、
漢
文
注
を
用
い
た
活
動
に
も
変
更
可
能
で
あ
り
、
対
象
と

な
る
生
徒
の
学
習
状
況
に
応
じ
て
難
易
度
を
設
定
で
き
る
と
こ
ろ
に
利
点
が
あ

る
。
さ
ら
に
子
路
一
八
に
限
れ
ば
、
③
の
よ
う
に
他
作
品
へ
も
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
加
え
て
、
広
く
儒
学
の
展
開
を
把
握
す
る
上
で
も
重
要
な
視
角
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
学
習
指
導
要
領
の
Ｃ
読
む
こ
と
エ
の
「
他
の
作
品
」
へ
の

対
応
も
可
能
と
な
る
。

四
、
授
業
提
案

本
節
で
は
具
体
的
な
授
業
提
案
を
行
う
。
次
に
示
す
全
二
時
間
配
当
を
想
定

（

）

し
て
い
る
。

第
一
時
『
論
語
』
子
路
一
八
の
読
解
・
現
代
語
訳
の
比
較

第
二
時
『
論
語
』
子
路
一
八
と
『
呂
氏
春
秋
』
の
比
較

第
一
時
で
は
、『
論
語
』
子
路
一
八
の
読
解
と
現
代
語
訳
の
比
較
を
行
う
。

漢
文
教
材
で
あ
る
の
で
、
は
じ
め
に
書
き
下
し
を
す
る
。
前
節
で
も
述
べ
た
と

お
り
、
本
段
に
は
難
解
な
句
形
は
存
在
せ
ず
、
高
校
一
年
次
の
生
徒
で
あ
っ
て

も
、
自
力
で
書
き
下
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
授
業
内
で
は
、
置
き
字

（「
而
」「
於
」「
矣
」）
な
ど
書
き
下
し
を
行
う
上
で
の
注
意
事
項
を
確
認
す
る
。

つ
い
で
、
先
掲
の
渡
邉
訳
と
宇
野
訳
を
印
刷
し
て
配
布
し
、
そ
の
違
い
に
つ
い

て
自
分
の
意
見
を
考
え
る
よ
う
に
指
示
す
る
。
そ
の
際
、
次
の
論
点
を
提
示
す

る
。

一
、
二
つ
の
現
代
語
訳
を
読
み
比
べ
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
考
え

て
み
よ
う
。

二
、
二
つ
の
現
代
語
訳
の
う
ち
、
ど
ち
ら
に
よ
り
納
得
で
き
た
か
考
え
て

み
よ
う
。

一
は
二
つ
の
現
代
語
訳
の
違
い
を
生
徒
た
ち
に
自
覚
さ
せ
る
問
い
で
あ
る
。

時
間
を
取
っ
た
の
ち
、
ク
ラ
ス
内
で
相
違
箇
所
の
共
有
を
行
い
、
二
へ
と
つ
な

げ
る
階
梯
と
す
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
宇
野
訳
に
は
原
文
に
な
い
叙
述
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
点
を
し
っ
か
り
と
理
解
さ
せ
、
二
へ
と
展

開
す
る
。

二
は
一
で
の
活
動
を
踏
ま
え
、
両
者
の
ど
ち
ら
に
よ
り
納
得
す
る
の
か
を
考

え
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
四
〜
五
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
話
し
合
う
時
間
を
設
け
る
。

ど
ち
ら
の
訳
に
納
得
す
る
の
か
と
の
問
い
は
、
学
習
者
が
ど
の
よ
う
な
観
点

で
評
価
を
行
う
の
か
に
よ
っ
て
、
答
え
が
変
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
文
と
の
比

較
に
お
い
て
逐
語
訳
を
で
き
て
い
る
こ
と
に
価
値
を
見
い
だ
す
と
す
れ
ば
渡
邉

訳
に
寄
り
、
章
段
と
し
て
の
解
釈
の
し
や
す
さ
に
価
値
を
見
い
だ
す
と
す
れ
ば

宇
野
訳
に
寄
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
お
い
て
は
、
な
ぜ

そ
の
訳
を
支
持
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
意
識
す
る
よ
う
に
声
か
け
を
行
う
。

最
後
に
ク
ラ
ス
全
体
で
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
共
有
し
て
第
一
時
を
終
了
す

る
。
右
の
活
動
を
通
し
て
、
第
一
時
で
は
、
①
現
代
語
訳
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
あ
る
こ
と
、
②
現
代
語
訳
の
正
し
さ
、
納
得
の
し
や
す
さ
は
現
代
語
訳
に

何
を
求
め
る
の
か
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
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い
。第

二
時
は
第
一
時
の
を
踏
ま
え
、『
呂
氏
春
秋
』
と
の
比
較
を
行
う
。
ま
ず

は
『
呂
氏
春
秋
』
の
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
を
施
す
。
こ
ち
ら
は
再
読
文
字

「
将
」
や
い
く
つ
か
の
句
形
が
見
ら
れ
る
の
で
、
確
認
に
時
間
が
か
か
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。
現
代
語
訳
ま
で
確
認
を
し
た
後
、
第
一
時
と
同
じ
グ
ル
ー
プ

で
『
論
語
』
と
の
比
較
を
行
う
。
前
半
は
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
と
な
る
が
、
孔
子

の
返
答
が
異
な
っ
て
お
り
、
孔
子
は
自
党
の
も
の
を
引
き
合
い
に
出
し
て
反
論

す
る
の
で
は
な
く
、
直
躬
の
信
を
直
接
批
判
す
る
言
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

論
理
展
開
も
、
直
躬
が
一
事
に
し
て
信
と
孝
の
二
つ
の
利
を
得
て
い
る
こ
と
を

問
題
視
し
て
い
る
。
第
一
時
に
『
論
語
』
の
現
代
語
訳
の
比
較
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
両

者
の
違
い
を
見
い
だ
す
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
第
二
時
で
は
、
同
一
の
逸
話

で
あ
っ
て
も
、
作
品
に
よ
っ
て
違
い
が
生
じ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
。
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
テ
ー
マ
と
し
て
、『
論
語
』
と
『
呂
氏
春
秋
』
の

い
ず
れ
が
孔
子
の
考
え
を
伝
え
て
い
る
か
、
を
提
示
す
る
。
素
朴
な
形
で
提
示

さ
れ
る
『
論
語
』
か
、
論
理
が
明
快
な
『
呂
氏
春
秋
』
か
は
、
明
確
に
答
え
の

出
る
問
題
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
の
間
で
も
考
え
方
の
差
が
出
る
だ
ろ
う
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
、『
論
語
』
と
『
呂
氏
春
秋
』
に
対
す
る
互
い
の
考
え

方
を
伝
え
合
い
、
そ
の
主
張
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性

を
吟
味
し
、
他
者
と
議
論
で
き
る
水
準
ま
で
そ
れ
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
本
授
業
で
提
案
す
る
目
標
は
達
成
と
な
る
。
そ
の
際
、
論
拠
が
作
品
を
読

ん
だ
印
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、
各
グ
ル
ー
プ
を
回
り
、
議
論
の
趨
勢
を
注
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
活
動
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
実
体
験
を
通

し
て
、
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
の
吟
味
の
仕
方
を
体
得
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。

五
、
結

語

『
論
語
』
子
路
一
八
の
現
代
語
訳
な
ら
び
に
『
呂
氏
春
秋
』
当
務
の
記
事
を

比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
同
一
の
逸
話
で
あ
り
な
が
ら
、
収
録
作
品
や
そ
の

解
釈
に
よ
っ
て
理
解
に
差
が
出
る
こ
と
を
起
点
に
授
業
提
案
を
行
っ
た
。
根
本

に
あ
る
の
は
、
作
品
を
合
理
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
営
為
で
あ
り
、
現
前
す

る
情
報
は
常
に
合
理
化
の
意
識
の
下
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
裏
返
せ
ば
、
我
々

が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
扱
う
に
は
、
合
理
化
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
て
い
る
リ
ス

ク
を
認
識
し
な
が
ら
、
妥
当
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
本
稿
で
提
案
し
た
教
材
は
、
そ
れ
自
体
が
合
理
化
す
る
動
態
を
含
み
込
ん

だ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
で
、
生
徒
た

ち
も
情
報
を
扱
う
際
の
注
意
点
を
体
得
で
き
る
。
ま
た
、
古
典
教
材
や
漢
文
教

材
に
立
ち
戻
れ
ば
、
各
作
品
の
解
釈
行
為
そ
れ
自
体
も
対
象
化
し
て
理
解
で
き

る
。
主
体
的
に
作
品
を
解
釈
し
、
探
究
し
て
ゆ
く
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
上
で
重

要
な
階
梯
と
な
る
。

翻
っ
て
、
こ
う
し
た
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
は
、「
言
語
文
化
」
や

「
古
典
探
究
」
で
は
指
導
目
標
に
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
焦

８



点
を
当
て
な
か
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
活
動
に
指
導
目
標
を
設
定
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
に
つ
い
て
も
、
当
然
射
程
圏
内
に
入
っ
て

く
る
。
古
典
教
材
や
漢
文
教
材
は
教
材
の
使
い
方
や
指
導
の
仕
方
次
第
で
、
高

い
汎
用
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
材
利
用
の
可
能
性
を
損
な
う
、
平
成

三
〇
年
版
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
指
導
目
標
の
分
割
は
問
題
が
あ
る
。
国
語

教
育
に
何
を
求
め
る
の
か
は
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
し
た

上
で
、
古
典
教
材
漢
文
教
材
の
価
値
を
検
討
し
、
授
業
提
案
を
行
っ
て
ゆ
き
た

い
。注（

１
）
文
部
科
学
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
３０
年
告
示
）
解
説
』（
東
洋

館
出
版
社

平
成
三
一
年
）。

（
２
）
紅
野
謙
介
『
国
語
教
育
の
危
機
』（
ち
く
ま
新
書

平
成
三
〇
年
）
な
ど
。
そ

の
ほ
か
、
文
学
系
学
会
一
六
団
体
に
よ
る
「「
高
等
学
校
国
語
・
新
学
習
指
導

要
領
」
に
関
す
る
見
解
」
と
題
す
る
共
同
声
明
も
あ
っ
た
。

（
３
）
拙
稿
「
古
典
文
学
教
材
で
何
が
可
能
か
」（『
大
阪
大
谷
大
学
紀
要
』
五
六

令
和
四
年
二
月
）。

（
４
）
井
上
泰
「
中
学
校
国
語
に
お
け
る
「
注
釈
」
を
用
い
た
漢
文
学
習
の
試
み
」

（『
中
等
教
育
研
究
紀
要
』
五
七

平
成
二
九
年
三
月
）、
大
橋
敦
夫
「『
論
語
』

の
授
業
の
ひ
と
工
夫
」（『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四
五

令
和
四
年
一

月
）、
伊
崎
孝
幸
「
国
語
教
育
に
お
け
る
『
論
語
』
の
教
材
価
値
に
つ
い
て
」

（『
教
育
実
践
学
研
究
』
二
七

令
和
四
年
三
月
）
な
ど
。

（
５
）
『
精
選
言
語
文
化
』（
東
京
書
籍

言
文
七
〇
二
）。

（
６
）
同
社
の
『
新
編
言
語
文
化
』（
東
京
書
籍

言
文
七
〇
一
）
に
も
同
題
の
単
元

が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
簡
素
化
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
『
精
選

言
語
文
化
』
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
７
）
『
論
語
』
は
岩
波
文
庫
に
拠
り
、
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
、
句
読
点
等
を
整

え
た
。

（
８
）
津
田
左
右
吉
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
一
四
巻
「
論
語
と
孔
子
の
思
想
」（
岩

波
書
店

昭
和
三
九
年
）。

（
９
）
渡
邉
義
浩
『『
論
語
』
の
形
成
と
古
注
の
展
開
』（
汲
古
書
院

令
和
三
年
）

お
よ
び
『『
論
語
』』（
講
談
社

令
和
三
年
）。

（
１０
）
渡
邉
義
浩
『
論
語
集
解
下
』（
早
稲
田
文
庫

令
和
三
年
）。

（
１１
）
宇
野
哲
人
『
論
語
新
釈
』（
講
談
社
学
術
文
庫

昭
和
五
五
年
）。

（
１２
）
『
論
語
集
注
』
は
土
田
健
次
郎
『
論
語
集
注
３
』（
東
洋
文
庫

平
成
二
六
年
）

に
拠
る
。

（
１３
）
『
呂
氏
春
秋
』
は
楠
山
春
樹

新
編
漢
文
選
『
呂
氏
春
秋
』（
明
治
書
院

平

成
八
年
）
に
拠
る
。

（
１４
）
土
田
健
次
郎
『
儒
教
入
門
』（
東
京
大
学
出
版
会

平
成
二
三
年
）。

（
１５
）
現
行
の
検
定
教
科
書
で
は
、『
言
語
文
化
』（
数
研
出
版

言
文
七
〇
七
）、

『
精
選
言
語
文
化
』（
明
治
書
院

言
文
七
一
一
）
な
ど
が
採
録
す
る
。

（
１６
）
こ
の
点
、
指
導
要
領
の
総
説
に
お
い
て
、

論
理
的
文
章
を
書
く
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
大
学

の
初
年
次
教
育
に
お
い
て
、
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
書
き
方
に
関
す

る
講
義
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、「
現
代
の
国
語
」

や
「
論
理
国
語
」
を
中
心
に
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

と
の
記
述
が
あ
り
、
意
図
的
な
も
の
と
判
断
で
き
る
。

（
１７
）
文
部
科
学
省
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
２９
年
告
示
）
解
説
』（
東
洋
館

出
版
社

平
成
三
〇
年
）。

（
１８
）
通
常
、『
論
語
』
は
複
数
の
章
段
を
取
り
上
げ
る
た
め
四
か
ら
五
時
間
程
度
の

配
当
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
論
語
』
子
路
一
八
に
焦
点
を
当
て
る
た

め
、
こ
の
部
分
の
授
業
計
画
だ
け
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

〈
付
記
〉
脱
稿
後
、
土
田
健
次
郎
『
論
語
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫

令
和
五
年
）
が
刊

行
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
成
果
を
反
映
で
き
な
か
っ
た
。
諒
と
さ
れ
た

い
。

９ 『論語』子路一八を用いた授業提案


